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・東松山市立小・中学校適正規模の推進計画に基づき、東松山市立小・中学校適正規模審議会で

は、いつまでの期間のことを検討しているのか。 

 

・推進計画における、令和１３年（⾧期的な取組）までは、その答申に従った方針でいくという

ことか。 

 

・資料４、P３児童数の推移・推計資料について、何に基づき、作成されているのか。都市計画や

住宅開発等による人口増は加味されているのか。 

 

・学校における児童数と教員数の関係はどのようになっているのか。 
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・通学距離が⾧い児童・生徒は何 Km 位あるのか。 

 

・東松山市立小・中学校適正規模審議会の構成メンバーを教えてほしい。 

 

・学校教育関係者の委員について、統合・再編や通学区域の見直し等の方策を経験している方は

いるのか。 

 

・方策を経験した方を構成メンバーに入れたほうがよいと思う。（意見） 

 

・資料４から、３０人未満の学年が複数生じた時点で、具体的な方策協議を開始するということ

でよろしいか。 

 

・資料３、東松山市立小・中学校適正規模の推進計画について、なぜ、学校別に割り振ったのか。

学区にとらわれず、区域別に分けるという考えはなかったのか。 

 

・小学校第一地域の結論は、いつ出るのか。 

 

・「基本的な方針」にある小学校の学級数の基準、１２学級から１８学級は基準なのか、目安なの

か。 
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・大岡小は、令和４年度全学年で５クラスであるが、今後、どのようになっていくのか。 

 

・何らかの方策を実施することになった場合、通学距離が遠くなる児童が出てくる。その場合、

保護者や地域の方々とよく話し合いを行っていただきたい。（要望） 

 

・児童生徒の推移・推計表は、住民基本台帳から抽出しているとのことであるが、石橋等の市街

化調整区域について、来年度から開発行為が適用される区域が縮小されるため、開発申請が増え

ていると聞いている。このため、子育て世代が住宅を購入し、児童生徒数が増えることが想定さ

れる。また中学校の推計表によると、南中は、令和５年度から適正規模の基準である１８学級を

超え、１９学級となり、今後も学級数が増えていく推計となっている。 

そこで、さらに子育て世代が住宅を購入した場合、一時的に生徒数が増えることが想定される。

その場合、望ましい学習環境がしっかりと確保できるのかうかがいたい。 

 

・住民基本台帳だけで、推計するのはいかがなものか。都市計画等の情報も含め、加味すること

が必要ではないか。研究していただきたい。（要望） 

 

・中学生について、自宅から学校までの距離が、何 Km から自転車通学が認められているのか。 

 

・通学区の中で、自転車通学を認める距離を統一しておいたほうがよいと思うがいかがか。 

 

・本日の説明を受け、色々な不安を持っている方がいる。本日の意見交換会の意見を審議会に報

告すべきであると考える。また今後、方策が決定した場合には、真摯に保護者や住民に説明を行

っていただきたい。 


